
 

 

 

２学期がはじまりました！ 

夏休みも終わり、2学期がスタートしました。始業式では、以下

のことを伝えました。 

まず、2 年、4 年、6 年の 3 人の子供たちが発表した 2 学期の目

標にふれながら、一人一人が目標をもち、自分を高めていくことの

大切さについて話しました。 

その後、ある小学生の話をしました。その小学生が、１年生

の夏頃、学年が一つ上の子と友達になり、「友達のように鉄棒が

上手になりたい」と毎日鉄棒の練習に励んだ様子を紹介しまし

た。しかし、なかなかうまくいかず、友達は練習に付き合って

くれ、鉄棒の握り方やまわり方などいろんなアドバイスをして

くれます。少しでもよいところがあると、「さっきより上手だ

よ」「もう少しだったよ」と優しく声をかけてくれます。その小

学生もできるまで一生懸命がんばりました。 

友達と練習を重ねたことで、ある日ついに逆上がりができま

した。友達はかけよって、飛び跳ねて自分のことのように喜んでくれました。 

実は紹介した小学生は私（校長）のことで、鉄棒の思い出はとても大切なもので、昨日のことのようによく覚

えていること、今思い返しても、その友達がいなかったら、できるまで練習しなかったと思うと伝えました。そ

して、友達ができるようになるまで、一緒に練習してくれたこと、できるように教えてくれたこと、応援してく

れたことなど、友達の支えがあったからこそあきらめずに頑張れたのだと思うと話しました。 

難しいことに挑戦するとき、友達の存在はとても大きいです。運動だけでなく勉強も同じです。友達と一緒だ

からこそ、諦めず粘り強く頑張ることができます。そこで２学期は、 

「友達といっしょに、難しいことに挑戦して、粘り強く頑張る」 

ことに取り組んでほしいと子供たちに伝えました。 

友達と助け合ったり、励まし合ったり、支え合ったり、高め合ったりしながら難しいことも乗り越えてほしい、

友達と一緒だからできた、友達と一緒だと楽しいという経験をたくさんしてほしいと思っています。 

友達と一緒に取り組むことで、一人ではできないことにも取り組め、友達と一緒だから、難しくても頑張れま

す。一人でやるより、楽しく、できた喜びは何倍にもなります。勉強や運動、遊びの中でこのことを意識して生

活し、２学期も楽しい学校にしてほしいと思います。 

時には友達とけんかしたり、意見が合わなかったりすることもあるでしょう。そんな時は、どうしたらよかっ

たのか立ち止まって考えて、また、なかよくできるようやり直してほしいと思います。みなさんは今友達との関

わり方も学んでいるのです。失敗したらもう一度やり直して、仲良くそして楽しくできるようがんばってくださ

い。友達と力を合わせる楽しい学校をみんなで創っていこうと話しました。 

 

８月２７日（土）除草作業ありがとうございました！ 

 早朝から学校にお集まりいただき、学校敷地内の除草等、たいへんありがとうございま

した。草刈り機を使って、プールの周囲や学校フェンス周辺、運動場の外周等きれいに刈

っていただきました。運動場は丁寧に草取りもしていただきました。また、刈り取った草

等を集め、運んでいただいたり、老朽化に伴い閉鎖していた草置き場を一箇所埋めていた

だいたりとたいへん助かりました。２学期も子供たちが楽しく安全に学校生活を送ること

ができます。保護者の皆様、本当にありがとうございました。 
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